
JP 6686016 B2 2020.4.22

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力信号を受信するように構成されたゲート端子、増幅された信号を出力するように構
成されたドレイン端子、およびソースディジェネレーションインダクタによって信号接地
に接続されたソース端子を有する第１のトランジスタと、
　前記第１のトランジスタの前記ドレイン端子に接続されたソース端子および第１の出力
負荷に接続されたドレイン端子を有する第２のトランジスタと、
　前記第１のトランジスタの前記ドレイン端子に接続されたゲート端子、第２の出力負荷
に接続されたドレイン端子、および信号接地に接続されたソース端子を有する第３のトラ
ンジスタと
　を備え、
　前記第３のトランジスタの前記ドレイン端子は、スイッチを通じて前記第１の出力負荷
に選択的に接続される、装置。
【請求項２】
　前記第１のトランジスタの前記ドレイン端子に接続されたソース端子および前記第１の
出力負荷に接続されたドレイン端子を有する第４のトランジスタをさらに備え、前記第４
のトランジスタは、前記第２のトランジスタと同一のまたは異なる量の電流を伝導するよ
うに構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記第４のトランジスタは、前記第１の出力負荷への電流を制御するために、制御信号
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によって、選択的に使用可能にされる、またはＤＣ結合のためにバイアスをかけられる、
請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記第１のトランジスタの前記ドレイン端子にそれぞれ接続された１つまたは複数のゲ
ート端子、１つまたは複数の出力負荷にそれぞれ接続された１つまたは複数のドレイン端
子、および前記信号接地に接続された１つまたは複数のソース端子を有する１つまたは複
数の追加のトランジスタをさらに備える、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記１つまたは複数のドレイン端子は、１つまたは複数のスイッチを通じて前記１つま
たは複数の出力負荷に選択的に接続される、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記１つまたは複数のスイッチは、１つまたは複数の制御信号によって選択的に使用可
能にされる、請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　前記１つまたは複数の追加のトランジスタの前記ドレイン端子は、１つまたは複数のス
イッチを通じて前記第１の出力負荷に選択的に接続される、請求項４に記載の装置。
【請求項８】
　前記１つまたは複数のスイッチは、１つまたは複数の制御信号によって選択的に使用可
能にされる、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記第２のトランジスタは、制御信号によって、選択的に使用可能にされる、またはＤ
Ｃ結合のためにバイアスをかけられる、請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　前記第３のトランジスタの前記ドレイン端子は、スイッチを通じて前記第２の出力負荷
に選択的に接続される、請求項１に記載の装置。
【請求項１１】
　前記スイッチは、制御信号によって、選択的に使用可能にされる、またはＤＣ結合のた
めにバイアスをかけられる、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記スイッチは、制御信号によって選択的に使用可能にされる、請求項１に記載の装置
。
【請求項１３】
　前記第２および第３のトランジスタを選択的に使用可能にするために、またはＤＣ結合
のために前記第２および第３のトランジスタにバイアスをかけるために、制御信号を生成
するコントローラをさらに備える、請求項１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記装置は、受信機中でキャリアアグリゲーション信号の構成可能な増幅およびルーテ
ィングを行うように構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項１５】
　前記装置は、集積回路上に形成される、請求項１に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]　本開示は、概して、電子技術に関し、より具体的には、ワイヤレスデバイスに
おける無線周波数信号の構成可能なルーティング（configurable routing）に関する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]　ワイヤレス通信システムにおけるワイヤレスデバイス（例えば、セルラー電話
またはスマートフォン）は、双方向通信のためにデータを送信し、受信し得る。例えば、
ワイヤレスデバイスは、周波数分割複信（ＦＤＤ）システムまたは時間分割複信システム
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（ＴＤＤ)において動作し得る。ワイヤレスデバイスは、データ送信のための送信機およ
びデータ受信のための受信機を含み得る。データ送信のために、送信機は、変調された無
線周波数（ＲＦ）信号を取得するためにデータとともにＲＦキャリア信号を変調し得、適
した出力電力レベルを有する増幅されたＲＦ信号を取得するために変調されたＲＦ信号を
増幅し、フィルターし（filter）得、増幅されたＲＦ信号を、アンテナを介して基地局に
送信し得る。データ受信のために、受信機は、アンテナを介して受信ＲＦ信号（received
 RF signal）を取得し得、基地局によって送られたデータを回復するために、受信ＲＦ信
号を増幅し、フィルターし、処理し得る。
【０００３】
　[0003]　ワイヤレスデバイスは、広い周波数範囲にわたって動作をサポートし得る。例
えば、ワイヤレスデバイスは、デバイスが広い周波数範囲にわたって複数のダウンリンク
（ＤＬ）キャリア信号を受信するフロントエンド（front end）を含むキャリアアグリゲ
ーション（ＣＡ）通信システムにおいて動作し得る。フロントエンドは、受信キャリア信
号（received carrier signals）を増幅し、復調のための適切な復調器にルーティングす
る（route）ように動作する。残念なことに、従来のフロントエンドは、各増幅器がディ
ジェネレーションインダクタ（degeneration inductor）を有する複数の増幅器を利用し
得る。これらインダクタの大きなサイズは、従来のフロントエンドがかなりの回路面積を
利用することを意味する。また、複数のキャリア信号を増幅するために使用される複数の
増幅器が複数のチップに渡って分散させられる場合、負わされ得る回路ルーティングの損
失および様々なゲイン（various gain and circuit routing losses）を補うことが難し
くなり得る。
【０００４】
　[0004]　それゆえ、キャリアアグリゲーション受信機において、受信信号の効率的な増
幅およびルーティングを提供するフロントエンドアーキテクチャ（front end architectu
re）を有することが望ましい。フロントエンドは、従来のフロントエンドよりも回路面積
の要件（circuit area requirements）を減らし、または最小にし、ゲインおよびルーテ
ィング損失に対する補償を提供し、優れた直線性（linearity）を持続するように動作す
るべきである。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１】[0005]　図１は、ワイヤレスシステム内で通信するワイヤレスデバイスにおいて
使用するフロントエンドアーキテクチャの例示的な実施形態を示す。
【図２】[0006]　図２は、図１に示されるフロントエンドアーキテクチャの例示的な実施
形態が動作し得る３つの例示的な帯域グループを示す。
【図３】[0007]　図３は、構成可能なＲＦ信号の増幅およびルーティングを提供するフロ
ントエンドアーキテクチャの例示的な実施形態を含む受信機を示す。
【図４】[0008]　図４は、図３に示されるフロントエンドアーキテクチャの詳細な例示的
な実施形態を示す。
【図５】[0009]　図５は、図３に示されるフロントエンドアーキテクチャの詳細な代替の
例示的な実施形態を示す。
【図６】[0010]　図６は、図４に示されるフロントエンドアーキテクチャとともに使用す
るコントローラの例示的な実施形態を示す。
【図７】[0011]　図７は、受信機フロントエンドにおけるＲＦ信号の増幅およびルーティ
ングを提供するためにフロントエンドアーキテクチャの例示的な実施形態によって行われ
る例示的な動作を示す。
【図８】[0012]　図８は、図４および図５に示されるフロントエンドアーキテクチャとと
もに使用する様々な信号の増幅およびルーティング構成に対する制御信号の設定を示すテ
ーブルの例示的な実施形態を示す。
【図９】[0013]　図９は、キャリアアグリゲーション受信機におけるＲＦ信号の増幅およ
びルーティングのための装置の例示的な実施形態を示す。
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【詳細な説明】
【０００６】
　[0014]　下記で説明される詳細な説明は、本開示の例示的な設計の説明を意図しており
、本開示が実施されることが可能である設計のみを提示することを意図したものではない
。「例示的（exemplary）」という用語は、本明細書において、「例、事例、または例示
（illustration）としての役割を果たすこと」を意味するように使用される。「例示的な
」と本明細書で説明された任意の設計は、他の設計よりも好適または利点があると必ずし
も解釈されるわけではない。詳細な説明は、本開示の例示的な設計の十分な理解を提供す
る目的で特定の詳細を含む。本明細書において説明される例示的な設計がこれらの特定の
詳細なしに実施され得ることが、当業者にとって明らかとなるであろう。いくつかの事例
において、よく知られている構造およびデバイスは、本明細書において提示されている例
示的な設計の新規性を曖昧にすることを避けるためにブロック図形式で示される。
【０００７】
　[0015]　複数の帯域グループをカバーする広い周波数領域にわたって複数のキャリア信
号を復調するために、デバイスにおいて構成可能なＲＦ信号の増幅およびルーティングを
提供する新規の受信機フロントエンドアーキテクチャが本明細書において開示される。受
信機フロントエンドアーキテクチャは、ワイヤレス通信デバイスのような電子デバイスの
様々なタイプに使用するためのスイート（suite）である。
【０００８】
　[0016]　図１は、ワイヤレスシステム１２０内で通信するワイヤレスデバイス１１０に
おいて使用するフロントエンドアーキテクチャ１１２の例示的な実施形態を示す。ワイヤ
レスシステム１２０は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ（登録商標））システム
、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、モバイル通信のためのグローバルシステム（
ＧＳＭ（登録商標））システム、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）シ
ステム、または何らかの他のワイヤレスシステムであり得る。ＣＤＭＡシステムは、広帯
域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））、ＣＤＭＡ　１Ｘ、エボリューションデータ最適
化（ＥＶＤＯ）、時分割同期ＣＤＭＡ（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）、またはＣＤＭＡの何らかの
他のバージョンを実装し得る。簡単のために、図１は、２つの基地局１３０および１３２
と、１つのシステムコントローラ１４０とを含むワイヤレスシステム１２０を示す。一般
に、ワイヤレスシステム１２０は、任意の数の基地局および任意のセットのネットワーク
・エンティティ（network entities）を含み得る。
【０００９】
　[0017]　ワイヤレスデバイス１１０はまた、ユーザー機器（ＵＥ）、移動局、端末、ア
クセス端末、加入者ユニット、局などと呼ばれ得る。ワイヤレスデバイス１１０は、セル
ラー電話、スマートフォン、タブレット、ワイヤレスモデム、携帯情報端末（ＰＤＡ）、
ハンドヘルドデバイス、ラップトップコンピュータ、スマートブック、ネットブック、コ
ードレス電話、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標
）デバイス、等であり得る。ワイヤレスデバイス１１０は、ワイヤレスシステム１２０内
のデバイスと通信し得る。ワイヤレスデバイス１１０はまた、ブロードキャスト局（例え
ば、ブロードキャスト局１３４）からの信号、または１つまたは複数の全地球的航法衛星
システム（ＧＮＳＳ）における衛星（例えば、衛星１５０）からの信号を受信し得る。ワ
イヤレスデバイス１１０は、ＬＴＥ、ＷＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ　１Ｘ、ＥＶＤＯ、ＴＤ－Ｓ
ＣＤＭＡ、ＧＳＭ、８０２.１１のようなワイヤレス通信のための１つまたは複数の無線
技術をサポートし得る。例示的な実施形態において、ワイヤレスデバイス１１０は、キャ
リアアグリゲーション通信システムにおいて複数のキャリアを受信するときに、ＲＦキャ
リア信号の増幅およびルーティングを提供するために、受信機フロントエンド（ＦＥ）ア
ーキテクチャ１１２を備える。ＦＥ１１２は、従来のフロントエンド設計よりもゲイン／
ルーティング損失に対するより良い補償を提供し、および回路面積の要件を減らすために
、より少ない増幅器ディジェネレーションインダクタ（amplifier degeneration inducto
rs）を利用するように設計される。
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【００１０】
　[0018]　図２は、図１に示されるＦＥ１１２の例示的な実施形態が動作し得る３つの例
示的な帯域グループを示す。ワイヤレスデバイス１１０は、１０００メガヘルツ（ＭＨｚ
）よりも低い周波数をカバーする低帯域（ＬＢ：low-band）、１０００ＭＨｚから２３０
０ＭＨｚの周波数をカバーする中帯域（ＭＢ：mid-band）、および／または２３００ＭＨ
ｚよりも高い周波数をカバーする高帯域（ＨＢ：high-band）において動作し得る。例え
ば、図２に示すように、低帯域は６９８から９６０ＭＨｚをカバーし得、中帯域は１４７
５から２１７０ＭＨｚをカバーし得、および高帯域は２３００から２６９０ＭＨｚおよび
３４００から３８００ＭＨｚをカバーし得る。低帯域、中帯域、および高帯域は、帯域（
または帯域グループ）の３つのグループを指し、各帯域グループは、多数の周波数帯域（
または、単に「帯域」）を含んでいる。各帯域は、最大２００ＭＨｚまでカバーし得る。
ＬＴＥリリース１１（LTE Release 11）は、３５の帯域をサポートし、それらはＬＴＥ／
ＵＭＴＳ帯域とも称され、３ＧＰＰ（登録商標）　ＴＳ３６．１０１に記載されている。
【００１１】
　[0019]　一般に、任意の数の帯域グループが定義され得る。各帯域グループは、周波数
の任意の領域をカバーし、それは、図２に示される周波数領域のいずれかに一致し得、ま
たは一致し得ない。各帯域グループはまた、任意の数の帯域を含み得る。様々な例示的な
実施形態において、ＦＥ１１２は、デバイス１１０が動作し得る周波数帯域のいずれかに
おいて、キャリア信号を受信し、増幅し、復調するために使用するのに適している。
【００１２】
　[0020]　図３は、構成可能なＲＦ信号パスの増幅およびルーティングを提供するフロン
トエンドアーキテクチャの例示的な実施形態を含む受信機３００を示す。例えば、受信機
３００は、キャリアアグリゲーション通信システムにおいて、受信キャリア信号を増幅し
、ルーティングするために使用するのに適している。受信機３００は、受信アンテナ３０
２、整合回路３０４、信号増幅およびルーティング回路（ＳＡＲＣ: Signal Amplificati
on and Routing Circuit）３０６、コントローラ３０８、メイン負荷回路３１０、第１の
キャリアアグリゲーション（“ＣＡ１: first Carrier Aggregation”）負荷回路３１２
、１つまたは複数の追加のキャリアアグリゲーション負荷回路（示されず）、および第ｎ
番目のキャリアアグリゲーション（“ＣＡｎ”）負荷回路３１４を含む。例示的な実施形
態において、各負荷回路３１０～３１４は、別個の復調回路を含む。
【００１３】
　[0021]　動作の間、ＲＦ信号は、受信アンテナ３０２によって受信される。例えば、Ｒ
Ｆ信号は、図２に例示される帯域および／または帯域グループのいずれかを含み得る。受
信ＲＦ信号は、コントローラ３０８からＳＡＲＣ３０６に提供される制御信号３１６に従
って、出力負荷３１０～３１４の任意の組み合わせに、ＳＡＲＣ３０６によってルーティ
ングされる。例示的な実施形態において、制御信号３１６は、第１の信号パスのルーティ
ング構成のために第１の論理電圧レベルに設定され、制御信号３１６は、第２の信号パス
のルーティング構成のために第２の論理電圧レベルに設定される。
【００１４】
　[0022]　図３に例示されていないが、コントローラ３０８は、ワイヤレスデバイス内の
ベースバンドプロセッサによって動的に（dynamically）プログラムされることが可能で
ある。例えば、ベースバンドプロセッサは、コントローラ３０８の動作をプログラムする
ために、コントローラ３０８に構成パラメータ３１８を提供する。例示的な実施形態にお
いて、ワイヤレスデバイスに含まれるベースバンドプロセッサは、ワイヤレスデバイスが
動作しているキャリアアグリゲーションのモードに依存して受信ＲＦ信号の信号ルーティ
ングを変えるために、コントローラ３０８を使用するであろう。
【００１５】
　[0023]　図４は、図３に示されるフロントエンドアーキテクチャにおいて使用されるＳ
ＡＲＣ３０６の詳細な例示的な実施形態を示す。ＳＡＲＣ３０６は、インダクタ４４８を
通じて入力信号４０６を受信するゲート端子４０４、信号接地（a signal ground）にさ
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らに接続されたソースディジェネレーションインダクタ（a source degeneration induct
or）４１０に接続されたソース端子４０８、および入力信号の増幅バージョン（amplifie
d version）を出力するドレイン端子４１２を有するトランジスタ（Ｔ１）を備えた第１
の共通ソース増幅器４０２を含む。したがって、第１の共通ソース増幅器４０２は、トラ
ンジスタＴ１およびソースディジェネレーションインダクタＬ１を使用して実装される。
【００１６】
　[0024]　ＳＡＲＣ３０６はまた、ドレイン端子４１２に接続されたソース端子４１６、
およびメイン信号パスによってメイン負荷４２０に接続されたドレイン端子４１８を有す
るトランジスタ（Ｔ３）を備える第１のカスコード（cascode）増幅器４１４を含む。第
１のカスコード増幅器４１４はまた、スイッチ４２４によって電圧レベル（ｖｂｃ）に選
択的に接続されたゲート端子４２２を含む。したがって、第１のカスコード増幅器４１４
は、トランジスタＴ３を使用して実装される。スイッチ４２４は、コントローラ３０８か
ら制御信号Ｓａを受信し、それはゲート端子４２２にゼロ電圧レベルまたはｖｂｃ電圧レ
ベルを選択的に入力するようにスイッチ４２４を制御する。例示的な実施形態において、
ｖｂｃ電圧レベルは、典型的には１．２ボルトである。別の例示的な実施形態において、
ｖｂｃ電圧レベルは、任意の所望のバイアス設定に、またはＤＣ結合のために、トランジ
スタデバイスのいずれかにバイアスをかけるように設定される。
【００１７】
　[0025]　ＳＡＲＣ３０６は、ドレイン端子４１２に接続されたゲート端子４２８、およ
びＣＡ１信号パスによってスイッチ４３２のソース端子４５８に接続されたドレイン端子
４３０を有するトランジスタ（Ｔ２１）を備える第２の共通ソース増幅器４２６をさらに
含む。スイッチ４３２は、トランジスタ（Ｔ５１）を備え、第２の負荷４３４に接続され
たドレイン端子４５６を有する。したがって、第２の共通ソース増幅器４２６は、トラン
ジスタＴ２１を使用して実装される。第２の共通ソース増幅器４２６は、ソースディジェ
ネレーションインダクタ４１０を使用する第１の共通ソース増幅器４０２と違って、ソー
スディジェネレーションインダクタなしで構成されることに留意されたい。したがって、
トランジスタＴ２１のソース端子は、信号接地に直接接続される。スイッチ４３２は、ス
イッチ４６２によって電圧レベルｖｂｃに選択的に接続されるゲート端子４６０を含む。
【００１８】
　[0026]　ＳＡＲＣ３０６はまた、第１のドレイン端子４１２に接続されたソース端子４
３８、およびトランジスタＴ３のドレイン端子４１８とスイッチ４４２のドレイン端子４
５０とに接続されたドレイン端子４４０を有するトランジスタ（Ｔ３’）を備える第２の
カスコード増幅器４３６を含む。第２のカスコード増幅器４３６は、スイッチ４４４によ
って電圧レベルｖｂｃに選択的に接続されるゲート端子４４６を有する。したがって、第
２のカスコード増幅器４３６は、トランジスタＴ３’を使用して実装される。例示的な実
施形態において、第１のカスコード増幅器４１４は、第２のカスコード増幅器４３６より
も多くの電流を伝導するように構成され、それは所望の電流伝導特性（current conducti
on characteristics）を実現するために、トランジスタＴ３およびＴ３’を適切なサイズ
にする（appropriate sizing of）ことによって達成される。スイッチ４４２は、トラン
ジスタ（Ｔ４１）を備え、それは、ＣＡ１信号パスに接続されて、それによってトランジ
スタＴ２１のドレイン端子４３０およびトランジスタＴ５１のソース端子４５８に接続さ
れるソース端子４５２を含む。スイッチ４４２は、スイッチ４５４によって電圧レベルｖ
ｂｃに選択的に接続されるゲート端子４６４を含む。例示的な実施形態において、トラン
ジスタＴ３は、キャリアアグリゲーションモードにおいて、トランジスタＴ３’がトラン
ジスタＴ１のドレインにおいて見られるインピーダンスを増加させるためにオフに切り換
えられることが可能であるように、複数のトランジスタ（Ｔ３＋Ｔ３’）に分割される。
これはトランジスタＴ１のドレインにおけるゲインを増加させ、それはトランジスタ（Ｔ
２ｎ）への入力である。これは、トランジスタ（Ｔ２ｎ）からのノイズ寄与（noise cont
ribution）を減らすのに役立つ。
【００１９】



(7) JP 6686016 B2 2020.4.22

10

20

30

40

50

　[0027]　受信ＲＦ信号を増幅し、メイン負荷４２０およびＣＡ１負荷４３４にルーティ
ングすることに加えて、ＳＡＲＣ３０６は、受信ＲＦ信号を増幅し、任意の数の追加のＣ
Ａ負荷にルーティングするように構成可能である。以下では、受信ＲＦ信号を増幅し、第
ｎ番目のＣＡ負荷にルーティングするためのＳＡＲＣ３０６の構成を説明する。同様の回
路構造が、受信ＲＦ信号を増幅し、第１のＣＡ負荷と第ｎ番目のＣＡ負荷との間の任意の
数のＣＡ負荷にルーティングするために使用されることが可能であることに留意されたい
。
【００２０】
　[0028]　ＳＡＲＣ３０６は、ドレイン端子４１２に接続されたゲート端子４６８、およ
びＣＡｎ信号パスによってスイッチ４７４のソース端子４７２に接続されたドレイン端子
４７０を有するトランジスタ（Ｔ２ｎ）を備える第ｎ番目の共通ソース増幅器４６６を含
む。スイッチ４７４は、トランジスタ（Ｔ５ｎ）を備え、第ｎ番目の負荷４７８に接続さ
れたドレイン端子４７６を有する。したがって、第ｎ番目の共通ソース増幅器４６６は、
トランジスタＴ２ｎを使用して実装される。第ｎ番目の共通ソース増幅器４６６を含む、
および最大第ｎ番目の共通ソース増幅器４６６までの追加の共通ソース増幅器は、ディジ
ェネレーションインダクタ４１０を使用する第１の共通ソース増幅器４０２と同じような
ソースディジェネレーションインダクタを利用しないことに留意されたい。スイッチ４７
４は、スイッチ４８２によって電圧レベル（ｖｂｃ）に選択的に接続されるゲート端子４
８０を含む。
【００２１】
　[0029]　ＳＡＲＣ３０６は、ＣＡｎ信号パスに接続されて、それによってドレイン端子
４７０およびソース端子４７２に接続するソース端子４８６を有するトランジスタ（Ｔ４

ｎ）を備えるスイッチ４８４を含む。スイッチ４８４のドレイン端子４８８は、ドレイン
端子４１８に接続される。スイッチ４８４のゲート端子４９０は、スイッチ４９２によっ
て電圧レベルｖｂｃに選択的に接続される。
【００２２】
　[0030]　動作の間、コントローラ３０８は、複数の制御信号を生成する。例示的な実施
形態では、各制御信号は、論理低電圧レベル（a logic-low voltage level）または論理
高電圧レベル（a logic-high voltage level）のどちらかである。コントローラ３０８か
ら出力される制御信号“Ｓａ”は、スイッチ４２４に結合され、トランジスタＴ３のゲー
ト端子４２２における電圧レベルを制御する。制御信号“Ｓａ”が論理低電圧レベルであ
るとき、ゼロボルト信号がゲート端子４２２に入力され、第１のカスコード増幅器４１４
はオフにされる。結果として、入力信号４０６は、トランジスタＴ３を通じてドレイン端
子４１８に結合されない。代替的に、制御信号“Ｓａ”が論理高電圧レベルであるとき、
ｖｂｃ電圧レベルがゲート端子４２２に入力され、第１のカスコード増幅器４１４はオン
にされる。結果として、入力信号４０６は、トランジスタＴ３を通じてドレイン端子４１
８に結合される。ドレイン端子４１８における信号はそれから、メイン信号パスを通じて
メイン負荷４２０に通る。メイン負荷４２０において、信号は、メインベースバンド（Ｂ
Ｂ）信号を生成するために、選択された局部発振器信号（a selected local oscillator 
signal）に基づいて信号を復調する復調器に変圧器を通じて結合される。
【００２３】
　[0031]　コントローラ３０８で生成される制御信号“Ｓｂ”は、スイッチ４４４を制御
するために結合され、それはトランジスタＴ３’のゲート端子４４６における電圧レベル
を制御する。制御信号“Ｓｂ”が論理低電圧レベルであるとき、スイッチ４４４は、ゲー
ト端子４４６にゼロボルトを入力し、第２のカスコード増幅器４３６は、端子４１２にお
ける増幅された入力信号がトランジスタＴ３’のドレイン端子４４０に結合されないよう
にオフにされる。代替的に、制御信号“Ｓｂ”が論理高電圧レベルであるとき、スイッチ
４４４は、第２のカスコード増幅器４３６がオンにされるように、ゲート端子４４６にｖ
ｂｃボルトを入力する。結果として、端子４１２における増幅された入力信号は、トラン
ジスタＴ３’のドレイン端子４４０およびメイン信号パスに結合される。
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【００２４】
　[0032]　制御信号“Ｓ（ｎ）”は、コントローラ３０８で生成される。信号Ｓ１は、Ｃ
Ａ１信号パスに関連するスイッチ４５４を制御するために結合される。制御信号Ｓ（ｎ）
はまた、追加の信号パスに関連する追加の対応するスイッチを制御するために結合される
。例えば、信号Ｓｎは、ＣＡｎ信号パスに関連するスイッチ４９２を制御するために結合
される。したがって、制御信号Ｓ（ｎ）は、ＣＡ信号パスにおいて、対応するトランジス
タＴ４（ｎ）のゲート端子における電圧レベルを制御する。例えば、制御信号“Ｓ１”が
論理低電圧レベルであるとき、スイッチ４４２はオフにされ（すなわち、開回路（open c
ircuit））、ＣＡ１信号パスとメイン信号パスとの間に接続がない。代替的に、制御信号
“Ｓ１”が論理高電圧レベルであるとき、スイッチ４４２はオンにされ（すなわち、閉じ
られ）、ＣＡ１信号パスとメイン信号パスとの間の接続が確立される。Ｓ（ｎ）制御信号
のこの動作は、利用され得る任意の追加のＣＡ信号パスに対して同じである。例えば、制
御信号Ｓｎが論理高電圧レベルである場合、スイッチ４８４はオフにされ（すなわち、閉
じられ）、ＣＡｎ信号パスとメイン信号パスとの間の接続が確立される。
【００２５】
　[0033]　制御信号“ＳＥ（ｎ）”は、コントローラ３０８によって生成される。制御信
号ＳＥ（ｎ）は、ＣＡ信号パスをそれらの関連する出力負荷に接続するスイッチのゲート
端子への入力電圧を決定するようにスイッチを制御するために結合される。例えば、制御
信号ＳＥ１は、スイッチ４３２のゲート端子４６０に入力される電圧レベルを決定するよ
うにスイッチ４６２を制御するために結合される。制御信号“ＳＥ１”が論理低電圧レベ
ルであるとき、ゼロボルトが、スイッチ４３２をオフにするために（例えば、開回路）、
ゲート端子４６０に入力され、ＣＡ１信号パスと出力負荷４３４との間のパスが開放され
る。代替的に、制御信号“ＳＥ１”が論理高電圧レベルであるとき、ｖｂｃボルトが、ス
イッチ４３２のゲート端子４６０に入力され（例えば、閉回路（closed circuit））、Ｃ
Ａ１信号パスと出力負荷４３４との間のパスが開放される。制御信号ＳＥ（ｎ）は、同様
の方法において、任意の追加のＣＡ信号パスにおける他の対応するスイッチを制御するよ
うに動作する。
【００２６】
　第１の動作モード－メイン負荷のみ
　[0034]　キャリアアグリゲーションを行うときに、入力信号４０６をメイン出力負荷４
２０のみに結合することは有利であり得る。入力信号４０６をメイン負荷４２０のみに結
合するために、第１のカスコード増幅器４１４および第２のカスコード増幅器４３６の１
つまたは両方が、ＳａおよびＳｂ制御信号の動作によってオンにされる。さらに、制御信
号ＳＥ（ｎ）は、関連する（Ｔ５（ｎ））スイッチのゲート端子にゼロボルトが入力され
るように設定され、それによって他のＣＡ負荷への入力信号４０６の結合を防止するため
に、それらのスイッチを開放する。第１のカスコード増幅器４１４および第２のカスコー
ド増幅器４３６の１つまたは他方をオンにすることは、選択されたゲインレベルを設定す
るであろう。第１のカスコード増幅器４１４および第２のカスコード増幅器４３６の両方
をオンにすることは、入力信号４０６がメイン負荷４２０に結合される前に入力信号４０
６に適用されるゲインを最大にするであろう。
【００２７】
　第２の動作モード－メイン負荷および１つまたは複数のＣＡ負荷
　[0035]　キャリアアグリゲーションを行うときに、入力信号４０６をメイン出力負荷４
２０および１つまたは複数のＣＡ負荷に結合することは有利であり得る。例えば、メイン
負荷は、第１のキャリア信号を復調するように動作し、１つまたは複数の追加のＣＡ負荷
は、１つまたは複数の追加のキャリア信号を復調するように動作する。入力信号４０６を
メイン負荷４２０に結合するために、第１のカスコード増幅器４１４および第２のカスコ
ード増幅器４３６の少なくとも１つが、ＳａおよびＳｂ制御信号の動作によってオンにさ
れる。入力信号を１つまたは複数のＣＡ負荷に結合するために、制御信号ＳＥ（ｎ）は、
ｖｂｃボルトが関連する（Ｔ５（ｎ））スイッチのゲート端子に入力されるように設定さ
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れ、それによって、関連するＣＡ負荷への入力信号４０６の結合を可能にするために、そ
れらのスイッチを閉じる。第１のカスコード増幅器４１４および第２のカスコード増幅器
４３６の両方をオンにすることは、入力信号４０６がメイン負荷４２０に結合される前に
入力信号４０６に適用されるゲインを最大にするであろう。
【００２８】
　第３の動作モード－メイン負荷に接続された第１の負荷
　[0036]　キャリアアグリゲーションを行うときに、第１の出力負荷４３４をメイン出力
負荷４２０に結合することは有利であり得る。第１の出力負荷４３４をメイン出力負荷４
２０に結合するために、制御信号Ｓ１およびＳＥ１は、第１のスイッチ４３２および第２
のスイッチ４４２の両方が閉じられるように設定される。第１のスイッチ４３２または第
２のスイッチ４４２のどちらか一方が開放されるイベントにおいて、第１の出力負荷４３
４は、メイン出力負荷４２０から接続が切られるであろう。第１の出力負荷４３４をメイ
ン出力負荷４２０に結合するとき、入力信号をメイン出力負荷４２０から切り離すことは
有利であり得る。メイン出力負荷４２０への入力信号の結合を防ぐために、第１のカスコ
ード増幅器４１４および第２のカスコード増幅器４３６は、オフにされる。
【００２９】
　[0037]　図４は、どのようにスイッチ４７４およびスイッチ４８４が、第ｎ番目の出力
負荷４７８をメイン出力負荷４２０に結合するように、同様な方法で動作されることが可
能であるかを、さらに例示する。したがって、図４に例示される例示的な実施形態を利用
して、ＳＡＲＣ３０６は、信号を増幅し、Ｎ個の出力負荷におよびその間でルーティング
することが可能である。信号の増幅およびルーティングは、上記で説明した各パスのため
にコントローラ３０８によってダイナミックに制御される。
【００３０】
　[0038]　ＲＦ入力信号をＣＡ負荷にルーティングするとき、トランジスタＴ１の出力は
、キャリア内アグリゲーションモード（intra-carrier aggregation mode）のためにＣＡ
（ｎ）出力に結合される電流信号を生成するために、トランジスタＴ２（ｎ）によって使
用される。トランジスタＴ１のドレインにおける電圧ゲインは、共通ソースＬＮＡトポロ
ジー（a common source LNA topology）のために、“Ｑ＿ｍａｔｃｈ×（ｇｍ＿Ｔ１／ｇ
ｍ＿Ｔ３）”とされるであろう。共通ソース増幅器のために、入力ネットワークＱは、リ
アクティブインピーダンス（reactive impedance）と抵抗性インピーダンス（resistive 
impedance）の比によって定義される。
【００３１】
　[0039]　 図４に示されているＳＡＲＣ３０６は、各キャリアアグリゲーション（ＣＡ
）パスに良好な直線性を提供する。各キャリアアグリゲーションパスに対する直線性は、
メインパスの直線性に近い（close to）。各キャリアアグリゲーションパスの直線性は、
トランジスタＴ３の電流および電圧ゲインと、トランジスタＴ２の電流および電圧ゲイン
とによって設定される。第１のカスコード増幅器は、動作の間のノイズ寄与を減らし、直
線性を改善するように、キャリアアグリゲーションモードで動作するか、またはノンキャ
リアアグリゲーションモード（non-carrier aggregation mode）で動作するかどうかに依
存して調整される。図４に示されるフロントエンドアーキテクチャは、１つまたは複数の
集積回路上に実装されることが可能であることに留意されたい。例えば、例示的な実施形
態において、回路の境界（circuit boundary）４９４の一方の側の部品（components）は
、第１の集積回路で実装される（implemented in）ことが可能であり、回路の境界４９４
の反対側の部品は、第２の集積回路で実装されることが可能である。したがって、例示的
な実施形態は、任意の数の集積回路で実装されることが可能である。
【００３２】
　[0040]　図５は、ＳＡＲＣ５０２を備える図３に示されるフロントエンドアーキテクチ
ャの詳細な代替の例示的な実施形態を示す。ＳＡＲＣ５０２は、図４に示されるＳＡＲＣ
３０６と同一の回路部品を含んでいるが、異なる構成に接続される。ＳＡＲＣ５０２にお
いて、第３の共通ソース増幅器４６６のゲート端子４６８は、信号線５０４によって、端
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子５０６において第１のＣＡ１パスに結合される。したがって、第３の共通ソース増幅器
４６６は、第２の共通ソース増幅器４２６の出力からそれの入力を受信する。さらに拡張
して、別のＣＡ信号パスに関連するその次の共通ソース増幅器は、端子５０８においてＣ
Ａ２信号パスに接続されることが可能である。この方法で共通ソース増幅器の出力をつな
ぐこと（chaining）によって、任意の数のＣＡ信号パスは、生成されることが可能である
。第２の共通ソース増幅器４２６および第３の共通ソース増幅器４６６はまた、ディジェ
ネレーションインダクタなしで構成され、それはＳＡＲＣ５０２の回路面積の要件を減ら
すことに留意されたい。
【００３３】
　[0041]　図６は、図４に示されるフロントエンドアーキテクチャとともに使用するコン
トローラ６００の例示的な実施形態を示す。例示的な実施形態において、コントローラ６
００は、図４または図５に示されるコントローラ３０８として使用するのに適している。
コントローラ６００は、プロセッサ６０２、メモリ６０４、メイン制御信号発生器６０６
、および第２次の制御信号発生器（secondary control signal generator）６０８を含み
、全てがバス６１０を通して通信するように結合する。
【００３４】
　[0042]　プロセッサ６０２は、ＣＰＵ、プロセッサ、ゲートアレイ、ハードウェアロジ
ック、ディスクリート回路、メモリ要素、および／またはソフトウェアを実行するハード
ウェアのうちの少なくとも１つを備える。プロセッサ６０２は、バス６１０を使用して、
コントローラ６００の他の機能的な要素を制御するように動作する。プロセッサ６０２は
また、通信線６１２を使用して、ワイヤレスデバイスにおける他のエンティティと通信す
るように構成される。例えば、プロセッサ６０２は、通信線６１２を通して、命令、制御
情報、構成情報、データ、測定値、または他の情報を受信し得る。
【００３５】
　[0043]　メモリ６０４は、コントローラ６００の動作に関連する命令および／またはデ
ータを記憶し、引き出し、および維持することができる任意の適当なメモリまたは記憶デ
バイスを備える。例示的な実施形態において、メモリ６０４は、本明細書で説明されるよ
うに、信号の増幅およびルーティングの機能を行うためにプロセッサ６０２によって実行
されることが可能であるアルゴリズム命令を記憶する。
【００３６】
　[0044]　メイン制御信号発生器６０６は、増幅器、バッファ、レジスタ、ゲート、アナ
ログ／デジタル変換器、デジタル／アナログ変換器、またはメイン制御信号ＳａおよびＳ
ｂを生成するように動作するソフトウェアを実行する任意の他の適当なハードウェアまた
はディスクリート部品および／またはハードウェアのようなハードウェアを備える。例示
的な実施形態において、プロセッサ６０２は、信号線６１２を通して受信される構成パラ
メータに基づいて、ＳＡＲＣ３０６の構成を決定するように動作する。プロセッサはそれ
から、所望の構成を取得するために、ＳａおよびＳｂ制御信号を生成し出力するようにバ
ス６１０を使用してメイン制御信号発生器６０６を制御する。例示的な実施形態において
、ＳａおよびＳｂ制御信号は、それらが結合されたトランジスタデバイスのいずれかを、
使用可能にし（enable）、使用不可能にし(disable)、またはバイアスをかけるように設
定される。例えば、ＳａおよびＳｂ制御信号は、任意の所望のバイアス設定に、またはＤ
Ｃ結合のために、トランジスタデバイスにバイアスをかけるように動作し得る。
【００３７】
　[0045]　第２次の制御信号発生器６０８は、増幅器、バッファ、レジスタ、ゲート、ア
ナログ／デジタル変換器、デジタル／アナログ変換器、または第２次の制御信号Ｓ（ｎ）
およびＳＥ（ｎ）を生成するように動作するソフトウェアを実行する任意の他の適当なハ
ードウェアまたはディスクリート部品および／またはハードウェアのようなハードウェア
を備える。例示的な実施形態において、プロセッサ６０２は、信号線６１２を通して受信
された構成パラメータに基づいて、ＳＡＲＣ３０６の構成を決定するように動作する。プ
ロセッサはそれから、所望の構成を取得するために、Ｓ（ｎ）およびＳＥ（ｎ）制御線を
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生成するように第２次の制御信号発生器６０８を制御する。例示的な実施形態において、
Ｓ（ｎ）およびＳＥ（ｎ）制御信号は、それらが結合されたトランジスタデバイスのいず
れかを使用可能にし、使用不可能にし、またはバイアスをかけるように設定される。例え
ば、Ｓ（ｎ）およびＳＥ（ｎ）制御信号は、任意の所望のバイアス設定に、またはＤＣ結
合のために、トランジスタデバイスにバイアスをかけるように動作し得る。
【００３８】
　[0046]　例示的な実施形態において、プロセッサ６０２は、所望の信号ルーティング構
成を取得するために、制御信号を生成するようにメイン制御信号発生器６０６および第２
次の制御信号発生器６０８を制御するためにメモリ６０４に記憶されたコードを実行する
。
【００３９】
　[0047]　コントローラ６００は、単に１つの実装を表しており、他の実装が可能である
ことは留意されたい。例えば、コントローラ６００は、プロセッサまたはメモリデバイス
に対する必要性を取り除くディスクリートロジックで実装され得る。別の実装において、
コントローラ６００の機能および／または実装は、ワイヤレスデバイスにおけるベースバ
ンドプロセッサまたは他のエンティティ内に組み込まれ、または統合される。
【００４０】
　[0048]　図７は、受信機フロントエンドにおけるＲＦ信号の増幅およびルーティングの
ための例示的な動作７００を示す。例えば、例示的な実施形態において、図４に示される
ＳＡＲＣ３０６およびコントローラ３０８は、受信機フロントエンドにおける所望のＲＦ
信号の増幅およびルーティングを取得するために動作７００を行うように構成される。例
示的な実施形態において、コントローラ３０８は、コントローラ６００であり、プロセッ
サ６０２は、以下に説明する動作を行うようにＳＡＲＣ３０６を制御するようにコントロ
ーラ６００の部品を制御するためにメモリ６０４に記憶された命令を実行する。
【００４１】
　[0049]　ブロック７０２において、構成パラメータが受信される。例えば、構成パラメ
ータは、ワイヤレスデバイスにおけるエンティティから通信線６１２を通して、プロセッ
サ６０２によって受信される。構成パラメータは、受信機において、どのように受信ＲＦ
信号が増幅され、メインおよびキャリアアグリゲーション負荷にルーティングされるかを
説明する。例示的な実施形態において、プロセッサ６０２は、メモリ６０４に構成パラメ
ータを記憶するように動作する。
【００４２】
　[0050]　ブロック７０４において、ＲＦ信号が受信される。例えば、ＲＦ信号は、アン
テナ３０２によって受信され、図４に示される入力線４０６上を流れる前に整合回路３０
４を通る。
【００４３】
　[0051]　ブロック７０６において、受信ＲＦ信号が増幅される。例示的な実施形態にお
いて、受信ＲＦ信号は、第１の共通ソース増幅器４０２に入力される。第１の共通ソース
増幅器４０２は、ディジェネレーションインダクタ４１０を含む。受信ＲＦ信号の増幅バ
ージョンは、ドレイン端子４１２において現れる。したがって、受信ＲＦ信号は、受信Ｒ
Ｆ信号の増幅バージョンを生成するために、ソースディジェネレーションを有する共通ソ
ース増幅器によって増幅される。
【００４４】
　[0052]　ブロック７０８において、受信ＲＦ信号の増幅バージョンは、構成パラメータ
に基づいて、メイン負荷に選択的に接続される。例示的な実施形態において、プロセッサ
６０２は、所望の構成を取得するために必要とされる制御信号の設定を決定するために構
成パラメータを処理する。プロセッサ６０２は、バス６１０を使用して、制御信号の設定
をメイン制御信号発生器６０６に通信する。メイン制御信号発生器６０６は、所望の信号
の増幅、および構成パラメータによって確認されたメイン負荷へのルーティングを取得す
るために、ＳａおよびＳｂ制御信号を生成し、出力するように動作する。例えば、Ｓａ制
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御信号が論理ハイ（logic high）（１）であり、Ｓｂ制御信号が論理ロー(logic low)（
０）である場合、増幅器４１４は、メイン負荷に入力される端子４１８において増幅され
た出力信号を生成するために、端子４１２における信号を増幅するためのカスコード増幅
を提供する。様々な例示的実施形態において、メイン制御信号発生器６０６は、増幅され
たＲＦ信号をメイン負荷に選択的に接続するために、図８に示されるテーブル８００に提
供されているような制御信号ＳａおよびＳｂを生成する。
【００４５】
　[0053]　ブロック７１０において、受信ＲＦ信号の増幅バージョンは、構成パラメータ
に基づいて、１つまたは複数のＣＡ負荷に選択的に接続される。例示的な実施形態におい
て、プロセッサ６０２は、所望の構成を取得するために必要とされる制御信号の設定を決
定するために構成パラメータを処理する。プロセッサ６０２は、バス６１０を使用して、
制御信号の設定を第２次の制御信号発生器６０８に通信する。第２次の制御信号発生器６
０８は、所望の信号の増幅、および構成パラメータによって確認されたような１つまたは
複数のＣＡ負荷へのルーティングを取得するために、Ｓ（ｎ）およびＳＥ（ｎ）制御信号
を生成し、出力するように動作する。例えば、ＳＥ１制御信号が論理ハイ（１）である場
合、スイッチ４３２は、端子４３０における増幅された信号を第１のＣＡ負荷４３４に入
力するために使用可能とされる。結果として、受信ＲＦ信号は、所望の信号の増幅および
ルーティング構成を取得するために、ＳＥ（ｎ）制御信号に基づいて、増幅され、選択さ
れたＣＡ負荷にルーティングされる。受信ＲＦ信号を増幅し、選択されたＣＡ負荷にルー
ティングするとき、追加の共通ソース増幅器（Ｔ２（ｎ））（例えば、増幅器４２６乃至
４６６）は、ソースディジェネレーションインダクタを含まず（または、なしで構成され
）、それは従来のシステムと比較したときに低減された回路面積をもたらす。
【００４６】
　[0054]　よって、ＳＡＲＣ３０６およびコントローラ３０８は、上記で説明された動作
を行うように構成される。動作７００は例示であり、動作７００に対するマイナーチェン
ジ、変更、再配列、および他の変化は、例示的な実施形態の範囲内にあることに留意され
たい。
【００４７】
　[0055]　図８は、図４に示されるフロントエンドアーキテクチャとともに使用する様々
な増幅およびルーティング構成に対する制御信号の設定を示すテーブル８００の例示的な
実施形態を示す。テーブル８００は、構成情報８０２、制御信号Ｓａの設定８０４、制御
信号Ｓｂの設定８０６、制御信号Ｓ１の設定８０８、および制御信号ＳＥ１の設定８１０
を含む。明快のために、テーブル８００は、Ｓ１およびＳＥ１信号のみに対する信号の設
定を示す。同様の設定が、追加の負荷を入力信号またはメイン負荷に接続するために、制
御信号Ｓ（ｎ）およびＳＥ（ｎ）に対して使用されることが可能であることに留意された
い。様々な例示的な実施形態において、コントローラ６００は、選択された構成を取得す
るために示される制御信号を生成し、出力するように動作する。
【００４８】
　[0056]　メイン負荷にのみ入力信号をルーティングする１つの動作モードにおいて、制
御信号ＳＡは論理高電圧に設定され、制御信号ＳＢは論理高電圧に設定され、制御信号Ｓ
１は論理低電圧に設定され、制御信号ＳＥ１は論理低電圧に設定される。
【００４９】
　[0057]　入力信号をメイン負荷および第１の負荷（ＣＡ１）の両方にルーティングする
別の動作モードにおいて、制御信号ＳＡは論理低電圧に設定され、制御信号ＳＢは論理低
電圧に設定され、制御信号Ｓ１は論理低電圧に設定され、制御信号ＳＥ１は論理高電圧に
設定される。
【００５０】
　[0058]　第１の負荷信号をメイン負荷にルーティングするさらに別の動作モードにおい
て、制御信号ＳＡは論理低電圧に設定され、制御信号ＳＢは論理低電圧に設定され、制御
信号Ｓ１は論理高電圧に設定され、制御信号ＳＥ１は論理低電圧に設定される。



(13) JP 6686016 B2 2020.4.22

10

20

30

40

50

【００５１】
　[0059]　図９は、キャリアアグリゲーション受信機におけるＲＦ信号の増幅およびルー
ティングのための装置９００の例示的な実施形態を示す。例示的な実施形態において、装
置９００は、図４に示されるＳＡＲＣ３０６として使用するのに適している。装置９００
は、どのように信号が増幅され、１つまたは複数の負荷にルーティングされるかを制御す
る制御信号を生成する第１の手段９０２を含み、その信号はソースディジェネレーション
インダクタによって信号接地に接続されたソース端子を有する第１のトランジスタから出
力され、それは例示的な実施形態において、図６に示されるコントローラ６００および図
４に示される増幅器４０２を備える。装置９００はまた、制御信号に基づいて、信号を第
１の信号パスを通じて第１の負荷に選択的に接続する第２の手段９０４を備え、それは例
示的な実施形態において、図４に示されるトランジスタＴ３およびＴ３’を備える。装置
９００はまた、制御信号に基づいて、信号を第２の負荷に選択的に接続する第３の手段９
０６を備え、前記手段は、信号を受信して、信号接地に接続されたソース端子を有するト
ランジスタを含み、それは例示的な実施形態において、トランジスタＴ２１を備える。
【００５２】
　[0060]　本明細書で説明される信号増幅器およびルーティング回路（ＳＡＲＣ：Signal
 Amplifier and Routing Circuit）の例示的な実施形態は、ＩＣ、アナログＩＣ、ＲＦＩ
Ｃ、混合信号ＩＣ、ＡＳＩＣ、プリント回路基板（ＰＣＢ）、電子デバイスなど上に実装
され得る。ＳＡＲＣはまた、相補型金属酸化膜半導体（ＣＭＯＳ：complementary metal 
oxide semiconductor）、ＮチャネルＭＯＳ（ＮＭＯＳ）、ＰチャネルＭＯＳ(ＰＭＯＳ）
、バイポーラ接合トランジスタ（ＢＪＴ：bipolar junction transistor）、バイポーラ
ＣＭＯＳ（ＢｉＣＭＯＳ）、シリコンゲルマニウム（ＳｉＧｅ）、ガリウムヒ素（ＧａＡ
ｓ）、ヘテロ接合バイポーラトランジスタ（ＨＢＴｓ：heterojunction bipolar transis
tors）、高電子移動度トランジスタ（ＨＥＭＴs：high electron mobility transistors
）、シリコンオンインシュレータ（ＳＯＩ：silicon-on-insulator）などのような様々な
ＩＣプロセス技術を用いて組み立てて製造され得る。
【００５３】
　[0061]　本明細書で説明される信号増幅器およびルーティング回路（ＳＡＲＣ）を実装
する装置は、スタンドアローン（stand-alone）デバイスであり得、またはより大きなデ
バイスの一部であり得る。デバイスは、（ｉ）スタンドアローンＩＣ、（ｉｉ）データお
よび／または命令を記憶するためのメモリＩＣを含み得る１つまたは複数のＩＣのセット
、（ｉｉｉ）ＲＦ受信機（ＲＦＲ：RF receiver）またはＲＦ送信機／受信機（ＲＴＲ：R
F transmitter/receiver）のようなＲＦＩＣ、（ｉｖ）移動局モデム（ＭＳＭ）のような
ＡＳＩＣ、（ｖ）他のデバイス内に埋め込まれ得るモジュール、（ｖｉ）受信機、セルラ
ー電話、ワイヤレスデバイス、ハンドセット、または移動ユニット、（ｖｉｉ）などであ
り得る。
【００５４】
　[0062]　１つまたは複数の例示的な設計において、説明される機能は、ハードウェア、
ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組み合わせで実装され得る。ソフ
トウェアで実装される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上における１つまたは複数の
命令またはコードとして記憶され、または送信され得る。コンピュータ可読媒体は、コン
ピュータ記憶媒体、および１つの場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を
容易にする任意の媒体を含む通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによって
アクセスされることが可能である任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例とし
て、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、
ＣＤ－ＲＯＭあるいは他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置あるいは他の磁気
記憶デバイス、または命令もしくはデータ構造の形で所望のプログラムコードを搬送また
は記憶するために使用されることが可能であり、コンピュータによってアクセスされるこ
とが可能である任意の他の媒体を備えることが可能である。また、任意の接続は、厳密に
はコンピュータ可読媒体と称される。例えば、ソフトウェアがウェブサイト、サーバ、ま
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たは他の遠隔ソースから、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタ
ル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技
法を使用して送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、Ｄ
ＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技法は、媒体の定義に
含まれている。ディスク（disk）およびディスク（disc）は、本明細書で使用される場合
、コンパクトディスク（ＣＤ）（disc）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光デ
ィスク（disc）、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）（disc）、フロッピー（登録商標）
ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ここで、
ディスク（disk）は通常、磁気的にデータを再生し、その一方でディスク（disc）は、レ
ーザーを用いて光学的にデータを再生する。上記の組み合わせはまた、コンピュータ可読
媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００５５】
　[0063]　本開示の先の説明は、当業者が本開示を製造または使用することを可能にする
ために提供される。本開示に対する種々の変更は、当業者にとって容易に明らかであり、
ここで定義された一般的な原則は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形に適用さ
れ得る。したがって、本開示は、本明細書において説明された例および設計に限定される
よう意図されず、本明細書で開示された原理および新規の特徴と一致する最も幅広い範囲
が付与されるべきである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　入力信号を受信するように構成されたゲート端子、増幅された信号を出力するように構
成されたドレイン端子、およびソースディジェネレーションインダクタによって信号接地
に接続されたソース端子を有する第１のトランジスタと、
　前記第１のトランジスタの前記ドレイン端子に接続されたソース端子および第１の負荷
に接続されたドレイン端子を有する第２のトランジスタと、
　前記第１のトランジスタの前記ドレイン端子に接続されたゲート端子、第２の負荷に接
続されたドレイン端子、および信号接地に接続されたソース端子を有する第３のトランジ
スタと
　を備える、装置。
［Ｃ２］
　前記第１のトランジスタの前記ドレイン端子に接続されたソース端子および前記第１の
負荷に接続されたドレイン端子を有する第４のトランジスタをさらに備え、前記第４のト
ランジスタは、前記第２のトランジスタと同一のまたは異なる量の電流を伝導するように
構成される、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ３］
　前記第４のトランジスタは、前記第１の負荷への電流を制御するために、制御信号によ
って、選択的に使用可能にされる、またはＤＣ結合のためにバイアスをかけられる、Ｃ２
に記載の装置。
［Ｃ４］
　前記第１のトランジスタの前記ドレイン端子にそれぞれ接続された１つまたは複数のゲ
ート端子、１つまたは複数の負荷にそれぞれ接続された１つまたは複数のドレイン端子、
および前記信号接地に接続された１つまたは複数のソース端子を有する１つまたは複数の
追加のトランジスタをさらに備える、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ５］
　前記１つまたは複数のドレイン端子は、１つまたは複数のスイッチを通じて前記１つま
たは複数の負荷に選択的に接続される、Ｃ４に記載の装置。
［Ｃ６］
　前記１つまたは複数のスイッチは、１つまたは複数の制御信号によって選択的に使用可
能にされる、Ｃ５に記載の装置。
［Ｃ７］
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　前記１つまたは複数の追加のトランジスタの前記ドレイン端子は、１つまたは複数のス
イッチを通じて前記第１の負荷に選択的に接続される、Ｃ４に記載の装置。
［Ｃ８］
　前記１つまたは複数のスイッチは、１つまたは複数の制御信号によって選択的に使用可
能にされる、Ｃ７に記載の装置。
［Ｃ９］
　前記第２のトランジスタは、制御信号によって、選択的に使用可能にされる、またはＤ
Ｃ結合のためにバイアスをかけられる、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ１０］
　前記第３のトランジスタの前記ドレイン端子は、スイッチを通じて前記第２の負荷に選
択的に接続される、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ１１］
　前記スイッチは、制御信号によって、選択的に使用可能にされる、またはＤＣ結合のた
めにバイアスをかけられる、Ｃ１０に記載の装置。
［Ｃ１２］
　前記第３のトランジスタの前記ドレイン端子は、スイッチを通じて前記第１の負荷に選
択的に接続される、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ１３］
　前記スイッチは、制御信号によって選択的に使用可能にされる、Ｃ１２に記載の装置。
［Ｃ１４］
　前記第２および第３のトランジスタを選択的に使用可能にするために、またはＤＣ結合
のために前記第２および第３のトランジスタにバイアスをかけるために、制御信号を生成
するコントローラをさらに備える、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ１５］
　前記装置は、受信機中でキャリアアグリゲーション信号の構成可能な増幅およびルーテ
ィングを行うように構成される、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ１６］
　前記装置は、集積回路上に形成される、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ１７］
　どのように信号が増幅され、１つまたは複数の負荷にルーティングされるかを制御する
制御信号を生成する手段と、前記信号は、ソースディジェネレーションインダクタによっ
て信号接地に接続されたソース端子を有する第１のトランジスタから出力される、
　前記制御信号に基づいて、前記信号を第１の信号パスを通じて第１の負荷に選択的に接
続する手段と、
　前記制御信号に基づいて、前記信号を第２の負荷に選択的に接続する手段と、前記手段
は、前記信号を受信して、前記信号接地に接続されたソース端子を有するトランジスタを
含む、
　を備える、装置。
［Ｃ１８］
　前記制御信号に基づいて、前記信号を第２の信号パスを通じて前記第１の負荷に選択的
に接続する手段をさらに備え、前記第２のパスは前記第１の信号パスと同一のまたは異な
る量の電流を伝導するように構成される、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記制御信号に基づいて、前記信号を１つまたは複数の追加の信号パスを通じて１つま
たは複数の追加の負荷に選択的に接続する手段をさらに備え、前記手段は、前記信号を受
信するために接続されて、前記信号接地に接続された１つまたは複数の追加のソース接地
を有する１つまたは複数の追加のトランジスタを含む、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記制御信号に基づいて、前記１つまたは複数の追加の信号パスを前記第１の信号パス
に選択的に接続する手段をさらに備える、Ｃ１９に記載の装置。
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